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第 4 の課題は、ポストハーベスト技術の視点から、2000 年代以降のコメの流通の構造変化を明ら
かにすることであった。一連の調査から、2000年代以降、変化に対応できない中規模・小規模精米工
場は淘汰され、資本力のあるコメ輸出業者は、独自に精米工場の所有や産地精米工場との提携を促進
していることが確認できた。国内市場においては、一般小売店舗の影響力が衰退し、企業系小売チェ
ーン店舗が消費を牽引するようになり、そこにコメ輸出業者の再搗精工場で加工されたコメが流通す
るようになっていた。海外市場が主導する形で発展してきたタイのポストハーベスト技術であったが、
再搗精工場で加工された商品が国内市場に流通し始めたことは、価格、品質、安全性などの面におい
て国内市場と海外市場の差異がほとんどなくなったものと理解でき、国内市場が成熟期を迎えたもの
と考えられる。 
タイにおける精米工場と再搗精工場のポストハーベスト工程の機能と役割を産業機械史的な視点
から明らかにすることにより、コメの流通の展開の陰には、それを下支えするポストハーベスト技術
の発展があることが確認できた。タイのコメ加工業は、近い将来、産地精米工場と再搗精工場の統合、
巨大産地精米工場への集約による経済性の追求と、多品種少量生産や高機能性米の加工といった高付
加価値化に、二極化する可能性がある。いずれにせよ、タイで生産、加工されるコメに対して、より
厳格に安全性を高めるには、一次加工を担う産地精米工場において HACCPなどの国際基準を導入す
ることが求められる。フードチェーン・アプローチの徹底である。 
ポストハーベスト工程全体で、安全性の担保や高品質な生産管理など、生産地市場と消費地市場の
結節点としての役割を果たす必要がある。生産、加工、販売に至るコメ流通全体を通して、経済的な
効率化と安全・安心の担保を両立させるアプローチを実践することで、タイ米の価値が一層高まり、
価格以外の競争力がさらに向上していくものと予想される。 
